
令和８年第２回定例会
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方式 日　程

一問一答

一問一答

一問一答

一問一答

一問一答

一問一答

令和８年第２回常陸大宮市議会定例会

一 般 質 問 順 番 表

質問順 議席番号・氏名

1 7番 小原明彦　議員

2 13番

3 1番 森田　健　議員

4 15番 髙村和郎　議員

5 16番 淀川茂樹　議員

6 6番 髙村　功　議員

6月10日(水)

6月11日(木)



方式 質　問　事　項 頁

一問
一答

◇ごみの分別・排出について
◇下水道管の全国調査について
◇子育て支援策について

1

一問
一答

◇県事業との連携について
◇プラスチック製容器包装等回収について
◇人口減との共存について

2

一問
一答

◇魅力ある高齢者クラブ実現の提案について
◇「令和の米騒動」後の稲作について
◇地質資源を活用した地域活性化について
◇東野地区及び小野地区の市道整備について

3

一問
一答

◇市民への情報伝達について
◇公共交通について
◇公共施設のスリム化について

4

一問
一答

◇四季彩館の存続について 5

一問
一答

◇駅周辺整備事業に係る汚職事件について
◇中学校給食費の無償化について
◇体育館のエアコン設置について
◇ひたまる商品券について
◇災害時のペット同行避難について

6

令和８年第２回常陸大宮市議会定例会

一 般 質 問 通 告 一 覧 表

質問順 議席番号・氏名

1 7番 小原明彦　議員

2 13番

3 1番 森田　健　議員

4 15番 髙村和郎　議員

5 16番 淀川茂樹　議員

6 6番 髙村　功　議員



令和8年5月26日

常陸大宮市議会議長 大貫 道夫 様

常陸大宮市議会議員 小原 明彦

一 般 質 問 通 告 書

次のとおり通告いたします。

質問方法 【 一問一答 】方式

質問事項 質問の要旨 答弁を求める者

1. ごみの分別・排

出について

2. 下水道管の全国

調査について

3. 子育て支援策に

ついて

（1）プラスチック製容器包装リサイクルの必要性と分別について

（2）プラスチック製容器とごみの分別、排出の現状について

（3）これまでの広報、周知について

（4）ごみの分別、排出の現状を踏まえた今後の周知、啓発について

（1）本市における調査結果と現状について

（2）今後の対応や取り組みについて

（1）本市における子育て支援策の現状について

➀妊娠・出産時における経済的な支援策について

➁保育や教育における子育て環境の支援策について

➂移住定住も踏まえた住宅環境の支援策について

（2）今後の更なる取り組みについて

➀出産祝い金の拡充について

➁無痛分娩費用の助成について

担当部長

担当部長

担当部長

担当部長

担当部長

担当部長

担当部長

担当部長

担当部長

担当部長

担当部長
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2026年５月26日

常陸大宮市議会議長 大貫 道夫 様

一 般 質 問 通 告 書

次のとおり通告いたします。

質問方法 【 一問一答 】方式

質問事項 質問の要旨 答弁を求める者

１ 県事業との連携に

ついて

２ プラスチック製容器

包装等回収について

３ 人口減との共存に

ついて

(1) プレ妊活健診事業

(2) 過疎地域出産祝金補助事業

(3) 民間保育所等保育サービス支援強化事業

(4) 外国人向け災害情報提供アプリ活用事業

｢耳で聴くハザードマップ｣

(1) ４～５月分の回収実績

(2) 環境センター保管後の流れとリサイクル使途

(3) 市民への分別排出意識啓発

(1) 人口減少対策・少子化対策

① 常陸大宮市デジタル田園都市国家構想総合戦

略における重点施策の進捗状況

② 「地域アプローチ・モニター制度」を活用し

た取組と今後

(2) 今後見込まれる財源不足

① 縮小均衡(事業精査・縮小)への考え

② 2030年、2040年本市の趨勢人口規模(３区分)

の予測とそれを踏まえた今後の対応

(3) 次期常陸大宮市総合計画基本計画策定過程

① ３千人アンケート調査と分析

(4) 第４次常陸大宮市定員適正化計画

① 現場の状況と予測する課題

保健福祉部長

〃

〃

総務部長

市民生活部長

〃

〃

企画部長

〃

総務部長

企画部長

企画部長

総務部長
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令和8年5月26日

常陸大宮市議会議長 大貫 道夫 様

常陸大宮市議会議員 森田 健

一 般 質 問 通 告 書

次のとおり通告いたします。

質問方法 【 一問一答 】方式

質問事項 質問の要旨 答弁を求める者

１ 魅力ある高齢者クラブ

実現の提案について

（１）組織の維持と「担い手」の確保

①会員の減少と役員のなり手不足

②役員の負担軽減のためのサポート

③アクティブシニアの加入促進のための取組み

（２）実績・成果と評価

①「友愛活動」および「地域見守り活動」の概要

②介護給付費抑制への寄与

（３）明治安田生命との包括連携協定の活用

保健福祉部長

保健福祉部長

保健福祉部長

２ 「令和の米騒動」後の稲

作について

（１）国による米の増産撤回と本市への影響

（２）夏場の高温対策としての「早植え」

（３）米のコストに係る新たな指標の公表

産業観光部長

産業観光部長

産業観光部長

３ 地質資源を活用した地

域活性化について

（１）「茨城県北ジオパーク」についての本市の総括

（２）地質資源の文化・教育分野との連携

（３）地質資源を活用した地域活性化に関する提案

①メノウ等の天然石を用いた体験型プログラム

②久慈川流域の河岸段丘を学ぶ川歩きと石の観察ツアー

地域創生部長

教育部長

企画部長

４ 東野地区及び小野地区

の市道整備について

（１）東野地内鉄砲場の市道整備の見通し

（２）小野地内市道１０４８１号線の整備の見通し

建設部長

建設部長
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令和８年５月２１日

常陸大宮市議会議長 大貫 道夫 様

　　常陸大宮市議会議員　髙村 和郎

一 般 質 問 通 告 書

次のとおり通告いたします。

質問方法 【一問一答】方式

質問事項 質問の要旨 答弁を求める者

１.市民への情報伝達
について

２．公共交通について

３．公共施設のスリム

化について

（１）広報常陸大宮・お知らせ版の現状は

① 配布方法と配布先の状況

② 班を通さない配布先と残った場合は

③ 広報紙を情報源としている方への対応

（２）防災行政無線の現状は

① 設置世帯数と活用可・不可とその理由

② 活用範囲の拡大は

（１）将来を見据えた対応への見解は

（２）公共ライドシェア実証運行事業

① 登録者、実利用者と令和７年度実績は

② 課題を踏まえた令和８年度計画

（３）ファミリーサポート事業・移送は

① 令和７年度実績は

② 実施要綱の改定とその手続きは

（１）２０２３年度と３年前を比較した保有面積の推

移は

① 削減できた面積とその維持管理費用の総額は

② 市民との合意形成は

（２）今後の目標と課題は

① ２０２３年度以降の状況は

② 課題への取組と今後の目標は

担当部長

担当部長

市 長

担当部長

担当部長

担当部長

担当部長
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令和８年５月２６日

常陸大宮市議会議長 大貫 道夫 様

常陸大宮市議会議員 淀川 茂樹

一 般 質 問 通 告 書

次のとおり通告いたします。

質問方法 【一問一答】方式

質問事項 質問の要旨 答弁を求める者

１ 四季彩館の存続

について

(1) 四季彩館の休止に至った経緯について

① ３月２４日御前山地域センターで地元住民へ

の説明会が実施されたが理解を得られたと考え

ているか。

② これまでにどの様な経営努力を重ねてきたの

か。

③ 近隣施設とのコラボを探る努力をいかに実施

してきたのか。そしてその効果は。

④ 休館及び廃館とした場合には、今後現在の従

業員の処遇については。

(2) 市長の政治理念について

市長はこれまで就任後６年間どの様な政治理

念を持って市政を担当されてきたのか。

また、それが今回の四季彩館休止にどう繋がる

のか。

産業観光部長

市 長
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２０２６年５月２６日

常陸大宮市議会議長 大貫 道夫 様

常陸大宮市議会議員 髙村 功

一 般 質 問 通 告 書

次の通り通告いたします。

質問方法 【 一問一答 】方式

質問事項 質問の要旨 答弁を求める者

１．駅周辺整備事業に係る

汚職事件について

２．中学校給食費の無償化

について

３．体育館のエアコン設置

について

４．ひたまる商品券について

５．災害時のペット同行避

難について

（１）事件に対する市の認識

（２）市政への信頼回復と再発防止策

（３）綱紀粛正

（１）小学校給食費の無償化への評価

（２）中学校給食費の無償化

①人口減少と少子化対策

②子育て世代への経済的支援

（３）財源

（４）中学校給食費無償化の考え方

（１）学校体育館の熱中症対策

（２）対策の実効性

（３）避難所としての学校体育館

①現状への認識

②エアコン設置の必要性への認識

（４）将来的な設置への考え方と財源

（１）ひたまる商品券

①この間の発行枚数と購入数（割合）

②二次販売の現状

③購入者の世代別

（２）生活困窮者等への考え方

（３）不公平感への認識

（１）市の同行避難の現状

（２）同行避難の促進

総務部長

市長

教育部長

市長

教育部長

総務部長

教育部長

産業観光部長

総務部長
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